
（様式１）

【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号

法 人 名

事業所名 ユニット名 Ｂ

〒３００－０８２３

土浦市小松２－９－１２

自己評価作成日 平成２５年　１月２８日
評価結果

市町村受理日

※　事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所 在 地

訪問調査日 平成　　年　　月　　日 評価確定日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

０８７０３００９０２

(株)マツウラ

　自　己　評　価　票

作成日　　平成２５年　１月２８日

グループホームきらめき１

平成　　年　　月　　日

○医療機関　内科、皮膚科、歯科、眼科と連携している。
○広報紙を不定期に発行している。
○食前の口腔体操、タオル体操実施している。
○利用者と年

所 在 地

〒310－8586
水戸市千波町１９１８番地　　茨城県総合福祉会館内

　茨城県福祉サービス振興会のホームページ「介護サービス情報検索」か
ら情報が得られます。

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

平成　　年　　月　　日
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自　己　評　価

実　施　状　況　　Ｂ

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた
予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や
時間帯を決めてしまわずに、個々に応じた入
浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく眠
れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々と協力しな
がら出かけられるように支援している

尿、便意のない利用者でも、座位可能な方
は、日中オムツはせず、定時トイレ誘導し
て、出来るだけ排泄リズムを作れるよう支援
している。

食事の献立に気をつけ、軽度の体操を行い、
排便の有無を確認している。出来るだけトイ
レで、排便し易い姿勢にしたり、腹部マッ
サージをしている。便秘がちな利用者は下剤
服用している。医師に相談し、出来るだけ常
服でなく、頓服にしている。

週３回入浴日を決めているが順番、時間は希
望をきいている。その日入浴出来ない利用者
は翌日希望に応じている。

休息したい時は自由に居室にて休まれている
が、昼夜逆転にならないよう声掛けしてい
る。傾眠みられたり、高齢で体力低下してい
る方は、午睡の時間をとっている。居室の温
度調節、加湿している。不眠時は睡眠導入剤
服用者もいます。

服薬は状態により、飲み込むまで確認し、
粒、粉の提案をしている。薬説明書をファイ
ルし、職員が目を通し易くしている。薬が変
わった場合等、特に様子を観察し記録してい
る。必要に応じ医師に相談している。精神薬
については、家族に相談している。薬は施錠
管理している。

日中、天気の良い日には外気浴、散歩をして
いる。年２回程度、車椅子使用者も車で近隣
に出掛けている。遠出の時は家族の協力を仰
いでいる。

編み物やカラオケや歌、塗り絵等、嗜好に
合ったレクリェーションを実施している。月
１回～２回ボランティアの演芸等受け入れ、
季節行事、誕生日会など行っている。嗜好品
のコーヒー等提供している。月に2回好きな
食べ物を買って召し上がっている方もいま
す。

43 16

44
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48

45 17

46

49 18
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自　己　評　価

実　施　状　況　　Ｂ

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応じ
て、お金を所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づく
り

　共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよう
な居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

希望がある時は電話をかけたり、手紙を出し
たり受け取ったりできるよう支援している。

馴染みの品を持って来て頂いている。カーテ
ン、家具、仏壇、布団等、本人独自の居室に
している。入所時は家族に協力を仰いでい
る。

ホールや玄関にソファー設置し、気の合った
人と近くの席にしたり、居室で一人で過ごし
たり、自分のペースで生活されている。

行事の写真や利用者の作品を飾ったり、季節
の生花を活けたりしている。便臭等に注意し
換気、温度調節、加湿等している。

利用者によって、お金を一部自己管理してい
る。毎週、近所の商店に買い物付き添いして
いる方もいます。預かり金の出納を記録し、
毎月明細を送付している。大型デパートへの
買い物外出をユニット毎に実施している。
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自　己　評　価

実　施　状　況　　Ｂ

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づく
り

　建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつできる
だけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

共有スペースに手摺りがあり、カレンダー、
時計は見易い位置にし、廊下等には物を置か
ないようにしている。状態に合わせて、夜間
ポータブルトイレを使用したり、高齢者が多
いので、夜間頻回に巡視する等、個別に安全
対策している。

55
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Ⅴ　アウトカム項目 Ｂ

○ 1,ほぼ全ての利用者の
2,利用者の2/3くらいの
3,利用者の1/3くらいの
4,ほとんど掴んでいない
1,毎日ある

〇 2,数日に１回程度ある
3,たまにある
4,ほとんどない

○ 1,ほぼ全ての利用者が
2,利用者の2/3くらいが
3,利用者の1/3くらいが
4,ほとんどいない
1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが
3,利用者の1/3くらいが
4,ほとんどいない
1,ほぼ全ての利用者が
2,利用者の2/3くらいが

〇 3,利用者の1/3くらいが
4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が
2,利用者の2/3くらいが
3,利用者の1/3くらいが
4,ほとんどいない

〇 1,ほぼ全ての利用者が
2,利用者の2/3くらいが
3,利用者の1/3くらいが
4,ほとんどいない
1,ほぼ全ての家族と

○ 2,家族の2/3くらいと
3,家族の1/3くらいと
4,ほとんどできていない
1,ほぼ毎日のように

○ 2,数日に１回程度ある
3,たまに
4,ほとんどない
1,大いに増えている

○ 2,少しずつ増えている
3,あまり増えていない
4,全くいない
1,ほぼ全ての職員が

〇 2,職員の2/3くらいが
3,職員の1/3くらいが
4,ほとんどいない

〇 1,ほぼ全ての利用者が
2,利用者の2/3くらいが
3,利用者の1/3くらいが
4,ほとんどいない

〇 1,ほぼ全ての家族等が
2,家族等の2/3くらいが
3,家族等の1/3くらいが
4,ほとんどいない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

59
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみら
れている
（参考項目：36,37）

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来
ている。
（参考項目：9,10,19）

65
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの
拡がりや深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安
心して暮らせている。
（参考項目：28）

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることを
よく聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足してい
ると思う。

66
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思
う。
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